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論文題目：中国における日本サブカルチャー受容現象の研究 

─絡み合うものたちの世界へ─ 

 学位申請者 湯 天軼 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授 北村 毅  

  副査 大阪大学教授  北原 恵  

  副査 大阪大学教授  宇野田 尚哉 

【論文内容の要旨】 

本論文は、中国においてアニメ、マンガ、ゲームなどの日本サブカルチャーが受容されてきた場である「二次元

世界」を文化接触のフィールドとして、そこで展開される現象がいかなる文化的背景のもとで現出し、受容者にお

いてどのように認識され受け止められているのか、メディア人類学的に明らかにすることを目的としている。 

序章では、日本語から中語に移植された「二 次 元
エァーツーユェン

」という概念について定義し、この概念に関わるフィール

ドが、日本発の文化コンテンツの消費・交換・再生産が試みられるＢＢＳやＳＮＳなどのバーチャルな空間だけで

はなく、同人誌販売や「コスプレ」などを通して受容者同士が交流する現実の空間から構成されていることを提示

している。さらには、社会学的なメディア研究主体の先行研究を批判的に検討し、1980 年代以降の中国における

日本サブカルチャーの受容現象を概説したうえで、中国独自の展開を遂げてきた当該現象の文化的基盤の解明を

研究課題として設定している。 

第 1章では、本論文を通して分析の手掛かりとなる「corpus ex machina」（機械にいる身体）という概念を提

示した上で、「二次元世界」の住人のインターフェースとなっているパソコン・インターネット環境を分析し、日

本サブカルチャー受容現象の背景を描き出している。そこでは、ネットサービスなどにおけるアバターと呼ばれ

る記号化された自己表象を主たる事例として取り上げ、「二次元世界」が単に現実世界（生活世界）と相対する仮

想の世界ではなく、視覚に特化されたリアルな経験世界であることを示している。 

第 2章では、「字幕組」と呼ばれる日本アニメの愛好者グループによってＢＢＳ上でボランタリーに展開されて

きた翻訳活動の詳細な検討を通して、彼らの活動が翻訳の域を超えたものであり、「二次元世界」を表象・再現前

化していくクリエイティブな実践であることを指摘している。第 3章では、「二次元世界」における聴覚経験の具

体例として、日本人声優の声を嗜好する「恋声
レンシェン

」と呼ばれる現象を取り上げ、声という身体的要素が二次元のキ

ャラクターを現実世界へと召喚するインターフェースとなっていることを論証している。 

第 4章と第 5章では、受容者へのインタビュー調査やイベントの参与観察を軸に、「二次元世界」における経験

の身体性や受容者のセクシュアリティが論じられている。そこでは、日本サブカルチャーの愛好者による「コスプ

レ」実践を対象に、「逆アバター化」や「擬似的な『愛撫』」という概念を用いて、その性的な欲望の内実を浮き彫



りにしている。また、オタクなどの概念が中国で受容されるにあたっての意味の誤配に注目した上で、日本サブカ

ルチャーを通して経験される「日本」が中国の「二次元世界」の住人たちによってどのように脱構築され、二次元

の領域で流用されていったのかを突き詰めて論じ、中国の文脈を越えて「二次元世界」を生きることの意味と可能

性を提示している。 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文は、インターネット調査、受容者へのインタビュー、関連イベントの参与観察などの「二次元世界」のフ

ィールドワークにもとづき、日本サブカルチャーをめぐって日本と中国の文化が接触する領域に焦点を当て、「二

次元世界」における経験の諸相を克明に叙述し、「Cool Japan」と呼ばれる現象に立ち現れる文化変容の一形態を

浮かび上がらせている点に大きな特長があり、すぐれて意欲的な論文となっている。 

本論文は、中国の日本サブカルチャーの受容者が生きる世界を「二次元世界」と捉え、そこをフィールドとして

研究を展開した。このようなアクチュアルなフィールドを選び取ったこと自体が本論文のオリジナリティといえ

るが、二次元と三次元を縦横無尽に渡り歩くフィールドワークに立脚し、現代思想の理論を援用しながら精緻に

分析している点で、他に類をみない研究といえる。とりわけ、文化人類学、現象学、精神分析、メディア研究など

の知見を参照しつつ、メディア論、サブカルチャー論の可能性を拡げた点は高く評価できよう。 

「Cool Japan」現象をめぐっては、日本発の文化コンテンツが国境を越えて流通していく見取り図が描き出さ

れ、グローバル化の文脈で捉えられる傾向が強い。そのような俯瞰的な構図のもと、日本国外の日本サブカルチャ

ーの愛好者は、文化コンテンツを消費するだけの受動的な存在として認識されてきた。一方で、本論文は、日本サ

ブカルチャーを愛好する中国の人びとが、字幕翻訳、恋声、コスプレ、二次創作といった諸実践を通して、日本の

文化を能動的に読み替え、積極的に誤配し、主体的に流用していくことで「二次元世界」を創造していった文化の

動態性を解き明かした。すなわち、本論文の価値は、「Cool Japan」と呼ばれる現象の現在の価値付けを本質化す

ることなく、その内実を日本文化のローカル化といえる観点から中国固有の文脈に即して実証的に明らかにした

ことにあるが、このことは日本文化研究に新たな地平を切り拓いたといっても過言ではない。以上のネット環境

をベースとした文化変容の現在的展開の探究は、中国において日本サブカルチャーが受容される場に深く入り込

んだ調査に裏づけられており、今後のメディア研究や文化研究に対して有意義な問題提起を含んでいる。 

また、「オタク」「萌え」「エロ」などの日本サブカルチャーを取り巻く用語が、中国の「二次元世界」の中で再

解釈・再配置されていった文脈を整理した上で、現象学や精神分析の理論を援用しつつ、二次元のキャラクターと

性愛的な関係を取り結ぼうとする受容者の欲望の所在を検討し、二次元世界に生きる受容者のセクシュアリティ

の身体感覚的基盤を究明した部分は、本論文の精華というにふさわしい。そのようなセクシュアルな「世界構図」

を読み解くために、「corpus ex machina」（機械にいる身体）という概念が重要な役割を果たしたが、本論文が身

体論としても多くの重要な知見を提示していることは高く評価されるべきである。 

なお、「二次元世界」のグローバルな展開をめぐっては、文化横断的な共生の可能性が展望されているが、中国

の事例から敷延される希望的観測との印象が否めず、具体的根拠に乏しい点が惜しまれた。今後、日本国内、アジ

ア、欧米などにおける「二次元世界」の具体例検証を重ねた上で、文化の何が越境し、越境し（え）ないのか、そ

の腑分けをしっかりと行い、現実世界との往還の中で成立する政治を見定めることによって、比較文化的な視野

のもとで議論の厚みを増していくことが望まれる。とはいえ、このことは本論文の意義を損なうものではなく、今

後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、本論文を博士（文学）の学位にふ

さわしいものであると認定する。 


